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質 疑 １．賃上げに向けた評価の新設について 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 それでは、ただいまのご説明につきまして、項目ごとに区切って議論をしていき

たいと思います。最初に、ローマ数字Ⅰ－１の「① 賃上げに向けた評価の新設」に

ついて。この項目につきまして、ご意見等がございましたら、よろしくお願いいた

します。はい、松本委員、お願いいたします。 

  

〇松本真人委員（健康保険組合連合会理事） 

 はい、どうもありがとうございます。現在、今、説明がございましたⅠ－１の「① 

賃上げに向けた評価の新設」につきましてでございますが、政府の方針に基づきま

して、評価料の全額を対象職員の賃上げに充当することや、その実態を医療機関ご

とに検証することを前提として、事務局案を了承したいと思います。 

  

  
  

 また、評価料の（Ⅱ）につきましては、施設基準の 11項にも記載がございますけ

ども、主として保険診療等から収入を得ていることを条件とすることは妥当だと考

えます。 
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 今後、施行に向けて通知や事務連絡で詳細なルールを定めることになりますが、

賃上げの方法、実態把握の運用について、まだ不明な部分がございますので、透明

性の高い仕組みにするとともに、特に外来においては患者負担が増加いたしますの

で、丁寧な周知をお願いしたいと思います。私からは以上でございます。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 ありがとうございます。続きまして、長島委員、お願いいたします。 

 

〇長島公之委員（日本医師会常任理事） 

 はい、ありがとうございます。本日の短冊資料に示された内容は、これまでの議

論を踏まえたものであり、異論ありません。 

 

 ただ、算定にあたって、提出が求められる計画書や届出様式につきましては、可

能な限り、わかりやすくシンプルなものとして、賃上げに必要な財源が確実に医療

機関に届くようにしていただく必要があると考えます。 

 

 また、実際の運用に際しては、実務的なさまざまな疑問、例えば、法定福利費、

定期昇給、補助金の扱い、各医療機関における配分方法などが生じると予想されま

すので、６月の施行に向けて国としても丁寧な説明と周知をしていただく必要があ

ると考えます。私からは以上です。 

  

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございました。続きまして、佐保委員、お願いいたします。 

  

〇佐保昌一委員（日本労働組合総連合会総合政策推進局長） 

 はい、ありがとうございます。今回、賃上げに向けた評価の新設に関して、今回、

看護職員処遇改善評価料の対象に、以前にも申し上げておりました病院薬剤師が追

加されなかったことは残念でございますが、 

 

この賃上げに向けた評価の新設の対象には病院薬剤師が含まれていますので、こ

こで確実に賃上げにつながるよう、状況をしっかり検証していただきたいというふ

うに思います。 
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 また、実際の処遇改善においては、従事者の離職防止、人材確保のためにも各医

療機関の労使でしっかり話し合って決めていただきたいと思いますので、今後、運

用の中で、通知などにその旨、記載していただくこともお願いいたします。私から

は以上です。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。はい、鳥潟委員、お願

いいたします。 

 

〇鳥潟美夏子委員（全国健康保険協会理事） 

 今回の追加があった医療従事者の人材確保や賃上げに向けた取組につきまして

は、基本料に溶け込ませるのではなく、こうした形で、加算として別途評価するこ

とにより各医療機関などにおける賃上げの実態をしっかりと把握できるのではな

いかと思っております。 

 

 実態把握と効果検証を綿密に行えるよう、また今回の加算が現場の医療従事者の

方々の確実な待遇改善につながるようにしていただきたいと思います。 

 

 特に、効果検証がしっかりできるようなアンケートなり調査なりをしていただけ

ればというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

  

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございます。ほかはよろしいでしょうか。 
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